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(57)【要約】
【課題】操作部を異なる機種のモータやアクチュエータ
に取り付けたり、同一のモータやアクチュエータから別
の操作部に取り替えたりすることができる汎用性の高い
モータ、アクチュエータ、及びモータの製造方法を提供
する。
【解決手段】モータ１０は、出力軸１０ａと、出力軸１
０ａを回転させるためのモータ本体１１と、モータカバ
ー１２とを備える。モータカバー１２は、出力軸１０ａ
が外部に突出しつつ、モータ本体１１を収容すると共に
、出力軸１０ａの動作の設定をするための操作パネル５
０が嵌め込まれる被嵌め込み部１６が、カバー表面であ
る上面１２ａに形成されている。
【選択図】図６



(2) JP 2021-93902 A 2021.6.17

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転軸と、
　前記回転軸を回転させるためのモータ本体と、
　前記回転軸が外部に突出しつつ、前記モータ本体を収容すると共に、前記回転軸の動作
の設定をするための操作部が嵌め込まれる被嵌め込み部が、カバー表面に形成されている
モータカバーと、
　を備える、モータ。
【請求項２】
　前記操作部は、ユーザが操作するための操作ボタンが設けられている操作面を有し、
　前記被嵌め込み部が形成されている前記カバー表面は、前記被嵌め込み部に嵌め込まれ
ている前記操作部の前記操作面と同一平面に位置するように形成されている、請求項１に
記載のモータ。
【請求項３】
　前記被嵌め込み部に着脱可能に嵌め込まれる前記操作部と、
　前記操作部によって設定された前記回転軸の回転を制御するための電子部品が実装され
ていると共に、前記モータカバーに収納される第１制御基板と、
　を備え、
　前記操作部は、
　ケースと、
　前記回転軸の回転を制御するための電子部品が実装されていると共に、前記ケースに収
納される第２制御基板と、を有する、請求項１又は２に記載のモータ。
【請求項４】
　前記操作部は、前記被嵌め込み部から取り外した状態で、ユーザの前記モータ本体の操
作が可能に設けられている、請求項３に記載のモータ。
【請求項５】
　前記被嵌め込み部は、前記回転軸の軸心方向に沿って形成されている溝からなる、請求
項１から４のいずれか一項に記載のモータ。
【請求項６】
　前記被嵌め込み部の内面と、当該内面と対向する前記操作部の外面との一方には、凸部
が形成され、
　前記被嵌め込み部の内面と、当該内面と対向する前記操作部の外面との他方には、前記
凸部が嵌ると共に、前記軸心方向に沿って線状に形成されている線状溝からなる凹部が形
成されている、請求項５に記載のモータ。
【請求項７】
　前記溝からなる前記被嵌め込み部に、前記操作部と共に嵌め込まれるパネルカバーを備
え、
　前記パネルカバーの前記軸心方向の長さは、前記被嵌め込み部の前記軸心方向の長さか
ら、前記操作部の前記軸心方向の長さを減じた長さである、請求項５又は６に記載のモー
タ。
【請求項８】
　前記パネルカバーは、弾性を有する素材からなると共に、前記被嵌め込み部の内面を押
圧可能な部分を含んで構成され、前記押圧可能な部分の前記被嵌め込み部の内面に対する
押圧に基づいて、前記被嵌め込み部に固定可能に形成されている、請求項７に記載のモー
タ。
【請求項９】
　前記パネルカバーは、前記被嵌め込み部に嵌め込まれている場合に、外部に露出する表
面が形成されている天板部と、前記天板部の前記軸心方向に直交する直交方向の一端から
延設されている第１の側壁部と、前記天板部の前記直交方向の他端から延設されている第
２の側壁部と、を有し、
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　前記第１の側壁部及び前記第２の側壁部は、前記直交方向の一端及び他端を基点に、前
記被嵌め込み部の内面を押圧可能に互いに広がるように形成されている、請求項８に記載
のモータ。
【請求項１０】
　前記被嵌め込み部は、底面を有する形状に形成され、
　前記被嵌め込み部の前記底面と、前記底面と対向する前記操作部の外面との間に、空間
が設けられ、
　前記空間は、前記操作部に接続されるケーブルを設置可能に設けられている、請求項５
から９のいずれか一項に記載のモータ。
【請求項１１】
　前記操作部は、前記被嵌め込み部に対する前記操作部の嵌め込む方向を変更可能に設け
られている、請求項１０に記載のモータ。
【請求項１２】
　請求項１から１１のいずれか一項に記載のモータを備える、アクチュエータ。
【請求項１３】
　前記モータの前記回転軸の回転運動とともに回転運動するボールネジ軸と、前記ボール
ネジ軸の回転運動に伴って直線運動するボールネジナットと、を有するボールネジと、
　前記ボールネジナットに接続され、前記ボールネジナットの直線運動と共に移動する移
動体と、
　を備える、請求項１２に記載のアクチュエータ。
【請求項１４】
　前記ボールネジは、前記回転軸に取り付けられた第１カップリングに接続される第２カ
ップリングを有し、
　前記ボールネジと、前記移動体の少なくとも一部と、を収容すると共に、前記モータカ
バーが固定されているアクチュエータハウジングを備える、請求項１３に記載のアクチュ
エータ。
【請求項１５】
　前記回転軸の回転運動を前記ボールネジ軸に伝達するベルトと、前記ベルトを収納する
と共に、前記モータカバーが固定されているベルト収容部と、を有する折り返しユニット
と、
　前記ボールネジと、前記移動体の少なくとも一部と、を収容すると共に、前記ベルト収
容部が固定されているアクチュエータハウジングと、
　備える、請求項１３に記載のアクチュエータ。
【請求項１６】
　前記移動体の直線運動と共に移動するスライドテーブルを備える、請求項１３から１５
のいずれか一項に記載のアクチュエータ。
【請求項１７】
　前記移動体の直線運動と共に移動するロッドを備える、請求項１３から１５のいずれか
一項に記載のアクチュエータ。
【請求項１８】
　前記モータの前記回転軸に掛けられて、前記回転軸の回転運動に基づいて動作するベル
トと、
　前記ベルトに接続されて、前記ベルトの動作に基づいて、直線運動する移動体と、
　を備える、請求項１２に記載のアクチュエータ。
【請求項１９】
　請求項１から１１のいずれか一項に記載のモータの製造方法であって、
　前記回転軸の軸心方向に沿って線状に形成されている溝からなる前記被嵌め込み部に対
して、前記操作部を、前記軸心方向に沿ってスライド移動させて、前記被嵌め込み部に嵌
め込むことを含む、モータの製造方法。
【発明の詳細な説明】



(4) JP 2021-93902 A 2021.6.17

10

20

30

40

50

【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モータ、アクチュエータ、及びモータの製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、スライド移動するスライダと、電動モータとを有する電動アクチュエ
ータが開示されている。特許文献１に開示の電動アクチュエータは、スライダ及び電動モ
ータに加えて、例えば、アクチュエータ本体に収容されたボールねじを有しており、ボー
ルねじが、電動モータの出力軸の回転運動をスライダの直線運動に変換し、この変換に基
づいて、スライダが往復運動する。スライダの移動速度、移動量、電動モータの出力軸の
回転速度等の設定は、ユーザが操作面の押しボタンを操作することにより行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第５２６８０９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に記載のものにおいては、操作面は、電動モータのモータカバーの表面
から露出した状態で、モータカバーに一体的に設けられている。このため、この操作面を
有する操作部を脱着して、ユニットとして異なる機種のモータやアクチュエータに取り付
けたり、機能等が異なる別の操作部に取り替えたりすることができない。そこで、操作部
が取り付け可能であったり、別の操作部に取り替え可能であったりする汎用性の高いアク
チュエータが望まれる。
【０００５】
　本発明は、上述の事情の下になされたもので、操作部を異なる機種のモータやアクチュ
エータに取り付けたり、同一のモータやアクチュエータから別の操作部に取り替えたりす
ることができる汎用性の高いモータ、アクチュエータ、及びモータの製造方法を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述の目的を達成するために、本発明の第１の観点に係るモータは、
　回転軸と、
　前記回転軸を回転させるためのモータ本体と、
　前記回転軸が外部に突出しつつ、前記モータ本体を収容すると共に、前記回転軸の動作
の設定をするための操作部が嵌め込まれる被嵌め込み部が、カバー表面に形成されている
モータカバーと、
　を備える。
【０００７】
　前記操作部は、ユーザが操作するための操作ボタンが設けられている操作面を有し、
　前記被嵌め込み部が形成されている前記カバー表面は、前記被嵌め込み部に嵌め込まれ
ている前記操作部の前記操作面と同一平面に位置するように形成されていてもよい。
【０００８】
　前記被嵌め込み部に着脱可能に嵌め込まれる前記操作部と、
　前記操作部によって設定された前記回転軸の回転を制御するための電子部品が実装され
ていると共に、前記モータカバーに収納される第１制御基板と、
　を備え、
　前記操作部は、
　ケースと、
　前記回転軸の回転を制御するための電子部品が実装されていると共に、前記ケースに収
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納される第２制御基板と、を有していてもよい。
【０００９】
　前記操作部は、前記被嵌め込み部から取り外した状態で、ユーザの前記モータ本体の操
作が可能に設けられていてもよい。
【００１０】
　前記被嵌め込み部は、前記回転軸の軸心方向に沿って形成されている溝からなっていて
もよい。
【００１１】
　前記被嵌め込み部の内面と、当該内面と対向する前記操作部の外面との一方には、凸部
が形成され、
　前記被嵌め込み部の内面と、当該内面と対向する前記操作部の外面との他方には、前記
凸部が嵌ると共に、前記軸心方向に沿って線状に形成されている線状溝からなる凹部が形
成されていてもよい。
【００１２】
　前記溝からなる前記被嵌め込み部に、前記操作部と共に嵌め込まれるパネルカバーを備
え、
　前記パネルカバーの前記軸心方向の長さは、前記被嵌め込み部の前記軸心方向の長さか
ら、前記操作部の前記軸心方向の長さを減じた長さであってもよい。
【００１３】
　前記パネルカバーは、弾性を有する素材からなると共に、前記被嵌め込み部の内面を押
圧可能な部分を含んで構成され、前記押圧可能な部分の前記被嵌め込み部の内面に対する
押圧に基づいて、前記被嵌め込み部に固定可能に形成されていてもよい。
【００１４】
　前記パネルカバーは、前記被嵌め込み部に嵌め込まれている場合に、外部に露出する表
面が形成されている天板部と、前記天板部の前記軸心方向に直交する直交方向の一端から
延設されている第１の側壁部と、前記天板部の前記直交方向の他端から延設されている第
２の側壁部と、を有し、
　前記第１の側壁部及び前記第２の側壁部は、前記直交方向の一端及び他端を基点に、前
記被嵌め込み部の内面を押圧可能に互いに広がるように形成されていてもよい。
【００１５】
　前記被嵌め込み部は、底面を有する形状に形成され、
　前記被嵌め込み部の前記底面と、前記底面と対向する前記操作部の外面との間に、空間
が設けられ、
　前記空間は、前記操作部に接続されるケーブルを設置可能に設けられていてもよい。
【００１６】
　前記操作部は、前記被嵌め込み部に対する前記操作部の嵌め込む方向を変更可能に設け
られていてもよい。
【００１７】
　本発明の第２の観点に係るアクチュエータは、
　本発明の第１の観点に係るモータを備える。
【００１８】
　前記モータの前記回転軸の回転運動とともに回転運動するボールネジ軸と、前記ボール
ネジ軸の回転運動に伴って直線運動するボールネジナットと、を有するボールネジと、
　前記ボールネジナットに接続され、前記ボールネジナットの直線運動と共に移動する移
動体と、
　を備えていてもよい。
【００１９】
　前記ボールネジは、前記回転軸に取り付けられた第１カップリングに接続される第２カ
ップリングを有し、
　前記ボールネジと、前記移動体の少なくとも一部と、を収容すると共に、前記モータカ
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バーが固定されているアクチュエータハウジングを備えていてもよい。
【００２０】
　前記回転軸の回転運動を前記ボールネジ軸に伝達するベルトと、前記ベルトを収納する
と共に、前記モータカバーが固定されているベルト収容部と、を有する折り返しユニット
と、
　前記ボールネジと、前記移動体の少なくとも一部と、を収容すると共に、前記ベルト収
容部が固定されているアクチュエータハウジングと、
　備えていてもよい。
【００２１】
　前記移動体の直線運動と共に移動するスライドテーブルを備えていてもよい。
【００２２】
　前記移動体の直線運動と共に移動するロッドを備えていてもよい。
【００２３】
　前記モータの前記回転軸に掛けられて、前記回転軸の回転運動に基づいて動作するベル
トと、
　前記ベルトに接続されて、前記ベルトの動作に基づいて、直線運動する移動体と、
　を備えていてもよい。
【００２４】
　本発明の第３の観点に係るモータの製造方法は、
　本発明の第１の観点に係るモータの製造方法であって、
　前記回転軸の軸心方向に沿って線状に形成されている溝からなる前記被嵌め込み部に対
して、前記操作部を、前記軸心方向に沿ってスライド移動させて、前記被嵌め込み部に嵌
め込むことを含む。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、モータカバーのカバー表面には、操作部が嵌め込まれる被嵌め込み部
が形成されている。これにより、操作部を異なる機種のモータやアクチュエータに取り付
けたり、同一のモータやアクチュエータから別の操作部に取り替えたりすることができる
汎用性の高いモータ、アクチュエータ、及びモータの製造方法を提供することできる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施の形態に係るアクチュエータの斜視図である。
【図２】アクチュエータの正面図である。
【図３】図２のＡ－Ａ断面図である。
【図４】内部の各構成部品を簡略的に示したアクチュエータの断面図である。
【図５】アクチュエータの分解斜視図（その１）である。
【図６】モータの分解斜視図（その１）である。
【図７】モータの分解斜視図（その２）である。
【図８】（Ａ）は、図３のＢ－Ｂ断面図である。（Ｂ）は、操作パネルを外したモータの
断面図である。
【図９】（Ａ）は、図３のＣ－Ｃ断面図である。（Ｂ）は、パネルカバーを外したモータ
の断面図である。
【図１０】（Ａ）は、アクチュエータの分解斜視図（その２）である。（Ｂ）は、アクチ
ュエータの斜視図である。
【図１１】パネルカバーの被嵌め込み部への嵌込み方法を説明するための斜視図である。
【図１２】操作パネルの被嵌め込み部への嵌込み方法を説明するための分解斜視図である
。
【図１３】アクチュエータの動作を説明するための断面図である。
【図１４】アクチュエータの動作を説明するための斜視図である。
【図１５Ａ】アクチュエータの効果を説明するための分解斜視図（その１）である。
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【図１５Ｂ】アクチュエータの効果を説明するための斜視図である。
【図１６】アクチュエータの効果を説明するための分解斜視図（その２）である。
【図１７】アクチュエータの効果を説明するための分解斜視図（その３）である。
【図１８】変形例１に係るアクチュエータの斜視図である。
【図１９】変形例２に係るアクチュエータの斜視図である。
【図２０】変形例２に係るアクチュエータの説明するための分解斜視図である。
【図２１】変形例３に係るアクチュエータの斜視図である。
【図２２】変形例４に係るアクチュエータの斜視図である。
【図２３】変形例５に係るアクチュエータの斜視図である。
【図２４Ａ】変形例６に係るアクチュエータの斜視図（その１）である。
【図２４Ｂ】変形例６に係るアクチュエータの斜視図（その２）である。
【図２５】変形例６に係るアクチュエータの断面図である。
【図２６】（Ａ）は、変形例６に係るアクチュエータのモータの平面図である。（Ｂ）は
、変形例６に係るアクチュエータのモータの分解斜視図である。
【図２７】（Ａ）は、図２６（Ａ）のＤ－Ｄ断面図である。（Ｂ）は、操作パネルを外し
たモータの断面図である。
【図２８】（Ａ）は、モータカバーに操作パネルを取り付ける方法を説明するための斜視
図（その１）である。（Ｂ）は、内部の各構成部品を簡略的に示したモータの断面図（そ
の１）である。
【図２９】（Ａ）は、モータカバーに操作パネルを取り付ける方法を説明するための斜視
図（その２）である。（Ｂ）は、内部の各構成部品を簡略的に示したモータの断面図（そ
の２）である。
【図３０】内部の各構成部品を簡略的に示した変形例６に係るアクチュエータの断面図で
ある。
【図３１】その他の変形例に係るモータの斜視図である。
【図３２】パネルカバーの変形例を説明するためのモータの断面図である。
【図３３】（Ａ）は、変形例に係るパネルカバーの斜視図である。（Ｂ）は、変形例に係
るパネルカバーの正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施形態に係るモータ１０及びアクチュエータ１について説明する。な
お、図中のＹ軸方向は、図１に示すように、スライドテーブルＴが進退する直線運動方向
Ｄ１に平行な方向であり、Ｘ軸方向及びＺ軸方向は、直線運動方向Ｄ１に直交する方向で
ある。また、図中のＸＹ平面は、アクチュエータ１が設置される面に平行な水平面である
。
【００２８】
　アクチュエータ１は、スライドテーブルＴが移動するスライダタイプのアクチュエータ
である。アクチュエータ１は、図２～図４に示すように、モータ１０及びスライドテーブ
ルＴに加え、ボールネジ２０と、アクチュエータハウジング３０と、移動体４０とを備え
る。
【００２９】
　モータ１０は、図４及び図５に示すように、出力軸１０ａ（回転軸）と、モータ本体１
１と、モータカバー１２と、オプション収容部１３と、エンドカバー１４と、モータ用制
御基板１５（第１制御基板）と、操作パネル５０（操作部）と、パネルカバー６０とを有
する。モータ１０は、アクチュエータハウジング３０から着脱可能な一つのユニットとし
て構成されている。
【００３０】
　モータ本体１１は、例えば、ステッピングモータやサーボモータであり、ロータ、ステ
ータ、エンコーダ１１ａ等を有している。モータ本体１１には、商用電源や直流電源から
アクチェータケーブルＣ１とモータ用制御基板１５とを経由して電力が供給される。アク
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チェータケーブルＣ１は、モータ本体１１に外部からの電力供給や制御信号の入出力等を
行う。モータ本体１１に電力が供給されることによって、モータ本体１１のロータが回転
する。このロータの回転運動は、出力軸１０ａに出力される。これにより、出力軸１０ａ
は回転する。出力軸１０ａには、カップリング１０ｂ（第１カップリング）が取り付けら
れている。なお、本実施の形態では、モータ本体１１は、ロータ、ステータ、エンコーダ
１１ａ等を有するモータであるが、これに限られない。これら以外のモータであってもよ
い。例えば、エンコーダ１１ａを有さないモータであってもよい。また、本実施の形態に
おいては、モータ本体１１のロータの回転運動は、出力軸１０ａに出力されるが、これに
限られない。モータ本体１１のロータの回転運動は、減速器によって所定の減速比で減速
されてから、出力軸１０ａに出力されてもよい。
【００３１】
　モータカバー１２は、モータ本体１１等を覆う略直方体形状のケースである。モータカ
バー１２は、出力軸１０ａが突出した状態で、モータ本体１１等を収容する。モータカバ
ー１２は、例えば、アルミニウム等の金属を押し出し加工することにより形成されている
。このモータカバー１２の＋Ｚ側の上面１２ａ（カバー表面）には、操作パネル５０が嵌
め込まれる被嵌め込み部１６が形成されている。
【００３２】
　オプション収容部１３は、モータ本体１１の＋Ｙ側に設けられている空間である。オプ
ション収容部１３は、ブレーキ等のオプションを別途、設置するために形成されている。
【００３３】
　エンドカバー１４は、図６に示すように、モータカバー１２と共に、モータ本体１１等
を覆う。エンドカバー１４は、モータカバー１２の＋Ｙ側の端部に、ネジやボルト等の留
め具１４ａによって固定されている。エンドカバー１４には、長方形状に形成されている
コネクタ用孔部が形成されている。コネクタ用孔部には、モータ用制御基板１５に設けら
れているコネクタが配置され、当該コネクタには、アクチェータケーブルＣ１が接続され
る。
【００３４】
　モータ用制御基板１５は、図３、図４及び図７に示すように、モータカバー１２に収納
されている。モータ用制御基板１５は、例えば、配線基板であり、操作パネル５０や図示
しないティーチングペンダントによって設定されたモータ１０の出力軸１０ａの回転を制
御するための電子部品等が実装されている。また、モータ用制御基板１５は、操作パネル
５０や図示しないティーチングペンダントによって設定されたモータ１０の出力軸１０ａ
の回転を制御するためのデータを記憶する記憶部を有する。
【００３５】
　被嵌め込み部１６は、Ｙ軸方向に沿って形成されている溝からなる。なお、出力軸１０
ａの軸心方向は、Ｙ軸方向であり、スライドテーブルＴが進退する直線運動方向Ｄ１と同
じ方向である。被嵌め込み部１６は、具体的には、図８及び図９に示すように、ＸＹ平面
に平行な底面１６ａと、ＹＺ平面に平行な一対の側面１６ｂとからなる溝である。一対の
側面１６ｂには、互いに対向するように突出する凸部１７がそれぞれ形成されている。
【００３６】
　凸部１７は、本実施の形態においては、図５及び図６に示すように、Ｙ軸方向に沿って
線状に延設されている。
【００３７】
　操作パネル５０（操作部）は、ユーザが出力軸１０ａの動作の設定をすることで、スラ
イドテーブルＴの移動速度、加速度、減速度、停止位置（前進端、後退端）を調整するた
めのものである。本実施の形態においては、操作パネル５０は、ティーチングペンダント
によって設定できることよりも、簡易的な設定ができるようになっているものであり、ユ
ニットとして、被嵌め込み部１６に着脱自在に嵌め込まれている。この操作パネル５０は
、モータカバー１２の上面１２ａに形成されている被嵌め込み部１６に嵌め込まれること
で、モータカバー１２に一体的に設けられる。操作パネル５０は、図７及び図８に示すよ
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うに、ケース５１と、操作パネル用制御基板５２（第２制御基板）と、操作パネル用ケー
ブル５３とを有する。
【００３８】
　ケース５１は、被嵌め込み部１６の底面１６ａに対向する－Ｚ側の底面と、被嵌め込み
部１６の＋Ｘ側及び－Ｘ側の側面１６ｂにそれぞれ対向する側面とを有する略直方体の板
状に形成されている。ケース５１は、例えば、樹脂により形成されている。ケース５１の
＋Ｚ側の表面には操作面５１ａが設けられている。また、ケース５１の両側の側面には、
凹部５１ｂがそれぞれ形成されている。
【００３９】
　操作面５１ａには、ユーザが操作するための複数の操作ボタンや表示画面（例えば、有
機ＥＬ（organic electro-luminescence）、液晶等）が設けられている。ユーザは、表示
画面を視認しつつ、操作ボタンを操作して、スライドテーブルＴの移動速度、加速度、減
速度、停止位置（前進端、後退端）を調整する。操作面５１ａは、操作パネル５０が被嵌
め込み部１６に嵌め込まれた場合に、モータカバー１２の＋Ｚ側の上面１２ａ（カバー表
面）と同一平面に位置するように形成されている。したがって、操作パネル５０が、被嵌
め込み部１６に嵌め込まれると、操作面５１ａと上面１２ａとは、面一となる。
【００４０】
　凹部５１ｂには、被嵌め込み部１６の凸部１７が嵌る形状に形成されている。この凹部
５１ｂは、Ｙ軸方向に沿って線状に形成されている線状溝からなる。凹部５１ｂに凸部１
７が嵌ることにより、操作パネル５０は、上方向（＋Ｚ方向）に外れないように、モータ
１０の被嵌め込み部１６に嵌め込まれる。
【００４１】
　操作パネル用制御基板５２は、ケース５１に収納されている。操作パネル用制御基板５
２は、例えば、配線基板であり、操作パネル５０によって設定されたデータをモータ用制
御基板１５の記憶部に記憶させたり、モータ用制御基板１５に記憶された条件でスライド
テーブルＴの動作開始、動作停止の信号を送ったりするための電子部品や、表示画面を構
成する部品が実装されている。ここで、特許請求の範囲の「（第２制御基板の電子部品は
、）回転軸の回転を制御する」ことには、操作パネル５０によって設定されたデータをモ
ータ用制御基板１５の記憶部に記憶させたり、モータ用制御基板１５に記憶された条件で
スライドテーブルＴの動作開始、動作停止の信号を送ったりすることが含まれるものとす
る。操作パネル用制御基板５２がケース５１に収納されると共に、モータ用制御基板１５
がモータカバー１２に収納されることにより、操作パネル用制御基板５２は、モータ用制
御基板１５から離間して配置される。また、操作パネル用制御基板５２は、操作パネル５
０のケース５１の底壁部分５１ｃと、被嵌め込み部１６の底面１６ａを有するモータカバ
ー１２の壁部分１２ｂと、によって、モータ用制御基板１５から隔てられて配置される。
なお、本実施の形態においては、操作パネル用制御基板５２には、操作パネル５０や図示
しないティーチングペンダントによって設定されたモータ１０の出力軸１０ａの回転を制
御するための電子部品は実装されていない。しかしながら、これに限られず、操作パネル
用制御基板５２には、モータ１０の出力軸１０ａの回転を制御するための電子部品は実装
されていてもよい。これにより、操作パネル用制御基板５２が、モータ１０の出力軸１０
ａの回転を直接制御するようにしてもよい。さらには、操作パネル用制御基板５２は、モ
ータ１０の出力軸１０ａの回転を制御するためのデータを記憶する記憶部を有していても
よい。
【００４２】
　操作パネル用ケーブル５３は、ケース５１の＋Ｙ側の端部に接続されているとともに、
当該端部から引き出されている。操作パネル用ケーブル５３は、折り返されて、モータ用
制御基板１５に接続されている。詳しくは、例えば、操作パネル用制御基板５２の＋Ｙ側
の端部には、雌コネクタが設けられている。一方、モータ用制御基板１５にも、雌コネク
タが実装されている。そして、操作パネル用ケーブル５３の両端部には、雄コネクタが設
けられている。この操作パネル用ケーブル５３の一方の雄コネクタを、モータ用制御基板
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１５の雌コネクタに接続した後に、操作パネル用ケーブル５３の他方の雄コネクタを、操
作パネル用制御基板５２の雌コネクタに接続する。これにより、操作パネル用制御基板５
２は、操作パネル用ケーブル５３を介して、モータ用制御基板１５に接続される。
【００４３】
　上述の操作パネル５０は、本実施の形態においては、図６及び図７に示すように、その
Ｙ軸方向の長さＬ２が、被嵌め込み部１６の長さＬ１よりも短くなるように形成されてい
る。
【００４４】
　パネルカバー６０は、操作パネル５０と共にモータ１０の被嵌め込み部１６に嵌め込ま
れることで、被嵌め込み部１６の底面１６ａが露出しないように、操作パネル５０が覆い
きれなかった底面１６ａを覆う部品である。パネルカバー６０は、操作パネル５０と同様
に、略直方体の板状に形成されている。パネルカバー６０は、例えば、樹脂からなり、押
出し成形により形成されている。パネルカバー６０の上面６０ａは、パネルカバー６０が
被嵌め込み部１６に嵌め込まれた場合に、モータカバー１２の上面１２ａ及び操作パネル
５０の操作面５１ａと同一平面に位置するように形成されている。したがって、パネルカ
バー６０が、操作パネル５０と共にモータ１０の被嵌め込み部１６に嵌め込まれると、パ
ネルカバー６０の上面６０ａ、操作パネル５０の操作面５１ａ、及びモータカバー１２の
上面１２ａは、面一となる。パネルカバー６０の＋Ｘ側及び－Ｘ側の両側面６０ｂには凹
部６１が形成されている。
【００４５】
　凹部６１には、被嵌め込み部１６の凸部１７が嵌る形状に形成されている。この凹部６
１は、Ｙ軸方向に沿って線状に形成されている線状溝からなる。凹部６１に凸部１７が嵌
ることにより、パネルカバー６０は＋Ｚ方向に外れないように、モータ１０の被嵌め込み
部１６に嵌め込まれる。
【００４６】
　このパネルカバー６０のＹ軸方向の長さＬ３は、被嵌め込み部１６のＹ軸方向の長さＬ
１から、操作パネル５０のＹ軸方向の長さＬ２を減じた長さである（Ｌ３＝Ｌ１－Ｌ２）
。パネルカバー６０は、モータ１０の被嵌め込み部１６に操作パネル５０と共に嵌め込ま
れることで、＋Ｙ方向又は－Ｙ方向に操作パネル５０が位置ずれしないように、操作パネ
ル５０を保持するために用いられる。
【００４７】
　ボールネジ２０は、図３及び図４に示すように、ボールネジ軸２１と、ボールネジナッ
ト２２と、カップリング２３（第２カップリング）とを有する。
【００４８】
　ボールネジ軸２１は、ボールネジナット２２との螺合に基づいて、回転するボールネジ
ナット２２を直線運動させる。ボールネジ軸２１は、－Ｙ側の先端が自由端の状態で、ア
クチュエータハウジング３０内に配置されている。ボールネジ軸２１は、外周面が螺旋状
のボールねじ面として構成されたボールネジ軸本体２１ａと、ボールネジ軸本体の後端部
（＋Ｙ側の端部）に形成され、ボールネジ軸本体２１ａの径よりも小径となるように形成
された小径部２１ｂとから構成される。
【００４９】
　ボールネジナット２２は、ボールネジ軸本体２１ａの外周に配置されている。ボールネ
ジナット２２は、ボールネジ軸２１に複数のボールネジ用転動体を介して嵌め込まれる。
このボールネジ用転動体が転動することにより、ボールネジ軸２１の回転運動が、ボール
ネジナット２２の直線運動に円滑に変換される。また、ボールネジナット２２は、移動体
４０に対して－Ｙ側から取り付けられて、ボルト等により固定されている。
【００５０】
　カップリング２３は、小径部２１ｂに取り付けられている。このカップリング２３は、
モータ１０の出力軸１０ａに取り付けられているカップリング１０ｂに接続され、回転す
るカップリング１０ｂと共に回転する。このカップリング２３が、カップリング１０ｂと
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共に回転するように接続されることにより、小径部２１ｂに出力軸１０ａの回転運動が伝
達され、この結果、ボールネジ軸２１は、出力軸１０ａと共に回転する。
【００５１】
　アクチュエータハウジング３０は、ボールネジ２０と移動体４０の一部とを収容すると
共に、モータカバー１２が固定されている。アクチュエータハウジング３０は、図３及び
図１０に示すように、ベース３１と、一対のサイドカバー３２Ｒ、３２Ｌと、シート部材
３３と、フロントカバー３４と、リアブラケット３５と、連結部分カバー３６とを有する
。
【００５２】
　ベース３１は、アクチュエータハウジング３０の底部分を構成する。ベース３１は、剛
性を有する複数のリニアガイド用転動体を介して、移動体４０を＋Ｙ方向及び－Ｙ方向の
双方向にスライド移動可能に支持するレールである。ベース３１は、例えば、アルミニウ
ム等の金属を押出成形することによって形成されている。ベース３１の内面には、Ｙ軸方
向に延びる一対の転動体用溝が形成されている。この転動体用溝を、リニアガイド用転動
体が転動することにより、移動体４０は、円滑に往復運動をする。
【００５３】
　サイドカバー３２Ｒ、３２Ｌは、アクチュエータハウジング３０の両側の側壁部分を構
成する。本実施の形態においては、サイドカバー３２Ｒ、３２Ｌは、ベース３１に一体的
に形成されている。サイドカバー３２Ｒ、３２Ｌは、移動体４０の両側の側面（＋Ｘ側の
側面及び－Ｘ側の側面）を覆いつつ、ベース３１と共に、アクチュエータ１の内部の各構
成部品を保護する。なお、本実施の形態においては、サイドカバー３２Ｒ、３２Ｌは、ベ
ース３１に一体的に形成されているが、これに限られない。サイドカバー３２Ｒ、３２Ｌ
は、ベース３１とは別の部品として形成されていてもよい。
【００５４】
　シート部材３３は、図１０に示すように、Ｙ軸方向を長手方向とする略矩形のシートで
あり、サイドカバー３２Ｒとサイドカバー３２Ｌとの間の開口部分３２ａを塞ぐ。これに
より、アクチュエータハウジング３０の天井壁部分を構成する。シート部材３３は、シー
ト部材３３の－Ｙ側の端部は、フロントカバー３４に固定されている。同様に、シート部
材３３の＋Ｙ側の端部は、リアブラケット３５に固定されている。なお、図１０において
は、理解を容易にするために、シート部材３３をドットによる着色によって示している。
【００５５】
　フロントカバー３４は、アクチュエータハウジング３０の－Ｙ側の先端部分を構成し、
ベース３１の－Ｙ側に固定されている。フロントカバー３４は、ベース３１やサイドカバ
ー３２Ｒ、３２Ｌと共に、アクチュエータ１の内部の各構成部品を保護する。
【００５６】
　リアブラケット３５は、図３及び図１０に示すように、ベース３１の＋Ｙ側に固定され
ていると共に、モータ１０のモータ本体１１が取り付けられている。リアブラケット３５
は、図３及び図４に示すように、ベアリング３５ａを有する。リアブラケット３５には、
ボールネジ軸２１を挿入するための貫通孔３５ｂが形成されており、この貫通孔３５ｂの
孔内に、ベアリング３５ａやモータ１０の出力軸１０ａ、カップリング２３、１０ｂが配
置されている。ベアリング３５ａは、例えば、ボールベアリングである。このベアリング
３５ａによって、リアブラケット３５は、ボールネジ軸２１の小径部２１ｂを回転可能に
支持する。
【００５７】
　連結部分カバー３６は、図３及び図１０に示すように、リアブラケット３５の周囲を覆
うことにより、リアブラケット３５とモータ１０との連結部分を保護する。
【００５８】
　移動体４０は、図３及び図４に示すように、スライドテーブルＴが一体的に形成されて
いることにより、スライドテーブルＴと共に＋Ｙ方向及び－Ｙ方向の双方向にスライド移
動する部材である。移動体４０には、Ｙ軸方向に貫通する貫通孔４１が形成されている。
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この貫通孔４１には、ボールネジ軸２１が挿通されると共に、ボールネジナット２２が－
Ｙ側から挿入されて固定されている。なお、本実施の形態では、移動体４０には、スライ
ドテーブルＴが一体的に形成されているが、これに限られない。スライドテーブルＴは、
移動体４０と別の部品として形成され、移動体４０に留め具等で固定されていてもよい。
【００５９】
　次に、操作パネル５０及びパネルカバー６０の被嵌め込み部１６への嵌込み方法、及び
モータ１０の製造方法を、図１１及び図１２を参照して説明する。操作パネル５０及びパ
ネルカバー６０を被嵌め込み部１６に嵌め込む場合、図１１に示すように、先ず、ユーザ
は、パネルカバー６０を＋Ｙ側から被嵌め込み部１６に嵌め込む。このとき、パネルカバ
ー６０は、その凹部６１に被嵌め込み部１６の凸部１７が嵌りながら、－Ｙ方向にスライ
ド移動されることにより、被嵌め込み部１６に嵌め込まれる。パネルカバー６０は、図１
２に示すように、連結部分カバー３６に当接する被嵌め込み部１６の－Ｙ側の奥の位置ま
で嵌め込まれる。続いて、ユーザは、操作パネル５０を＋Ｙ側から被嵌め込み部１６に嵌
め込む。このとき、操作パネル５０は、その凹部５１ｂに被嵌め込み部１６の凸部１７が
嵌りながら、－Ｙ方向にスライド移動されることにより、被嵌め込み部１６に嵌め込まれ
る。操作パネル５０は、パネルカバー６０に当接する位置まで嵌め込まれる。最後に、モ
ータカバー１２にエンドカバー１４が取り付けられることで、操作パネル５０は、Ｙ軸方
向に移動しないように保持されつつ、モータカバー１２に一体的に組み付けられる。
【００６０】
　上述のように構成されたアクチュエータ１の動作について、図１３、図１４を参照しつ
つ説明する。先ず、モータ１０のモータ本体１１に電源が供給されることによって、図１
３の矢印Ａ１に示すように、出力軸１０ａが回転する。出力軸１０ａが回転すると、カッ
プリング１０ｂ、２３が互いに接続されているため、出力軸１０ａに接続されているボー
ルネジ軸２１が、矢印Ａ２に示すように、出力軸１０ａとともに回転する。
【００６１】
　ボールネジ軸２１が回転すると、ボールネジナット２２及び移動体４０が、矢印Ａ３に
示すように、直線運動方向Ｄ１に直線運動する。このとき、移動体４０は、ベース３１に
複数のリニアガイド用転動体を介して支持されているため、リニアガイド用転動体の転動
によって円滑に移動する。移動体４０が直線運動方向Ｄ１に移動をすると、移動体４０に
固定されているスライドテーブルＴも、図１４に示すように、直線運動方向Ｄ１に移動す
る。
【００６２】
　以上、説明したように、本実施の形態においては、図５及び図６に示すように、モータ
カバー１２の上面１２ａには、操作パネル５０が嵌め込まれる被嵌め込み部１６が形成さ
れている。これにより、操作パネル５０を異なる機種のモータ１０やアクチュエータ１に
取り付けたり、同一のモータ１０やアクチュエータ１から別の操作パネル５０に取り替え
たりすることが可能となる。例えば、図１５Ａ及び図１５Ｂに示すように、操作パネル５
０を、アクチュエータ１のモータ１０から取り外して、アクチュエータ１よりもサイズの
小さい小型のアクチュエータ２のモータ１０に取り付けたりすることが可能となる。この
ため、異なるアクチュエータ１、２に取り付けられる操作パネル５０を共用することがで
きる。また、例えば、図１６に示すように、同一のモータ１０やアクチュエータ１から別
の操作パネル５０－２に取り替えたりすることが可能となる。これらにより、モータ１０
やアクチュエータ１、２の汎用性を向上させることができる。また、モータ１０及びアク
チュエータ１、２の組立て効率を向上させることができる。また、製造上での部品管理も
簡略化することができる。なお、図１５Ａ及び図１５Ｂのアクチュエータ２において、ア
クチュエータ１と同一又は同等の構成については、同一の符号を用いて、その説明を省略
する。
【００６３】
　また、本実施の形態においては、操作パネル５０は、図１７に示すように、ユニットと
して、被嵌め込み部１６に着脱自在に嵌め込まれている。このため、操作パネル５０のみ
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をモータ１０及びアクチュエータ１から取り外して、ユーザが使用することが可能になる
。このため、モータ１０及びアクチュエータ１の使い勝手を向上させることができる。
【００６４】
　また、本実施の形態においては、図５及び図６に示すように、被嵌め込み部１６が形成
されているモータカバー１２の上面１２ａは、被嵌め込み部１６に嵌め込まれている操作
パネル５０の操作面５１ａと同一平面に位置するように形成されている。このため、操作
面５１ａがモータカバー１２の上面１２ａから突出しているものに比べて、モータ１０の
サイズを大きくする必要がなく、結果として、モータ１０及びそれを備えるアクチュエー
タ１の小型化を実現することができる。また、モータカバー１２の上面１２ａと操作面５
１ａとが同一平面にあるため、段差がなく、ユーザにとっての操作性を向上させると共に
、モータ１０及びそれを備えるアクチュエータ１の美観を良好にすることができる。
【００６５】
　また、本実施の形態においては、図８に示すように、モータ用制御基板１５がモータカ
バー１２に収納されると共に、操作パネル用制御基板５２が操作パネル５０のケース５１
に収納されている。これにより、モータ用制御基板１５は、操作パネル用制御基板５２か
ら離間して配置されるため、モータ用制御基板１５の発熱による操作パネル用制御基板５
２への影響を低減させることができる。さらに、本実施の形態においては、モータ用制御
基板１５は、操作パネル５０のケース５１の底壁部分５１ｃと、モータカバー１２の壁部
分１２ｂとによって、操作パネル用制御基板５２から隔てられて配置される。これにより
、モータ用制御基板１５の発熱による操作パネル用制御基板５２への影響をさらに低減さ
せることができる。
【００６６】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明は上記実施の形態によって限定
されるものではない。
【００６７】
（変形例１）
　例えば、本実施の形態に係るアクチュエータ１は、図１に示すように、スライドテーブ
ルＴが移動するスライダタイプのアクチュエータである。しかしながら、これに限られな
い。図１８に示すアクチュエータ３のように、ロッドＲが＋Ｙ方向及び－Ｙ方向の双方向
に移動するロッドタイプのアクチュエータであってもよい。ロッドＲは、その先端がアク
チュエータハウジング３０から突出している。そして、ロッドＲは、アクチュエータハウ
ジング３０の内部において、移動体４０に固定され、移動体４０の直線運動と共に直線運
動方向Ｄ１に直線運動する。この変形例１においても、本実施の形態に係るアクチュエー
タ１に用いられた操作パネル５０を取り外して、アクチュエータ３のモータ１０の被嵌め
込み部１６に嵌め込むことができる。このため、アクチュエータ３においては、アクチュ
エータ１に用いられた操作パネル５０を共用することができ、本実施の形態に係るアクチ
ュエータ１と同等の効果を有することができる。なお、変形例１では、移動体４０には、
ロッドＲが固定されているが、これに限られない。ロッドＲは、移動体４０に一体的に形
成されていてもよい。また、図１８のアクチュエータ３において、アクチュエータ１と同
一又は同等の構成については、同一の符号を用いて、その説明を省略する。
【００６８】
（変形例２）
　また、図１及び図１８に示すように、本実施の形態に係るアクチュエータ１、変形例１
に係るアクチュエータ３においては、アクチュエータハウジング３０に、モータ１０のモ
ータカバー１２が直接固定されている。しかしながら、これに限られない。図１９に示す
アクチュエータ４のように、アクチュエータハウジング３０には、折り返しユニット７０
のベルト収容部７１が固定され、ベルト収容部７１には、モータカバー１２が固定されて
いてもよい。この場合、アクチュエータ４は、モータ１０、スライドテーブルＴ、及びア
クチュエータハウジング３０等に加えて、折り返しユニット７０を備える。なお、アクチ
ュエータ４において、アクチュエータ１と同一又は同等の構成については、同一の符号を
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用いて、その説明を省略する。
【００６９】
　折り返しユニット７０は、図示しないベルトと、当該ベルトを収納するベルト収容部７
１とを有する。ベルトは、モータ１０の出力軸の回転運動を、ボールネジのボールネジ軸
に伝達する。モータ１０の出力軸が回転することにより、出力軸の回転運動が、ベルトを
介して、ボールネジ軸に伝達される。そして、ボールネジ軸が回転することにより、ボー
ルネジナットが、移動体及びスライドテーブルＴと共に直線運動する。また、ベルト収容
部７１には、モータカバー１２が固定されている。また、ベルト収容部７１は、アクチュ
エータハウジング３０に固定されている。
【００７０】
　この変形例２においても、本実施の形態に係るアクチュエータ１に用いられた操作パネ
ル５０を取り外して、アクチュエータ４のモータ１０の被嵌め込み部１６に嵌め込むこと
ができる。このとき、操作パネル５０をスライド移動させて、被嵌め込み部１６に嵌め込
むため、図２０に示すように、操作パネル５０の取付け方向を逆向きにして、被嵌め込み
部１６に嵌め込むことが可能になる。このため、アクチュエータ４においては、アクチュ
エータ１、３に取り受けられる操作パネル５０を共用することができ、本実施の形態に係
るアクチュエータ１、３と同等の効果を有することができる。
【００７１】
（変形例３）
　また、図１９及び図２０に示すように、変形例２に係るアクチュエータ４においては、
スライドテーブルＴが移動するスライダタイプのアクチュエータであり、且つ、折り返し
ユニット７０を有する折り返しタイプのアクチュエータである。しかしながら、これに限
られない。図２１に示すアクチュエータ５のように、ロッドＲが＋Ｙ方向及び－Ｙ方向の
双方向に移動するロッドタイプのアクチュエータであり、且つ、折り返しユニット７０を
有する折り返しタイプのアクチュエータであってもよい。この変形例３においても、本実
施の形態に係るアクチュエータ１に用いられた操作パネル５０を取り外して、アクチュエ
ータ５のモータ１０の被嵌め込み部１６に嵌め込むことができる。このため、アクチュエ
ータ５においては、アクチュエータ１に用いられた操作パネル５０を共用することができ
、変形例２に係るアクチュエータ４と同等の効果を有することができる。なお、アクチュ
エータ５において、アクチュエータ４と同一又は同等の構成については、同一の符号を用
いて、その説明を省略する。
【００７２】
（変形例４）
　また、アクチュエータ１～５においては、操作パネル５０が嵌め込まれる被嵌め込み部
１６は、モータカバー１２の＋Ｚ側の上面１２ａに形成されている。しかしながら、これ
に限られない。被嵌め込み部１６は、アクチュエータ１～５の設置環境や状況に応じて、
上面１２ａとは異なる面に、適宜、形成されていてもよい。例えば、図２２に示すアクチ
ュエータ６のように、被嵌め込み部１６は、モータカバー１２の側面１２ｃに形成されて
いてもよい。なお、アクチュエータ６において、アクチュエータ１と同一又は同等の構成
については、同一の符号を用いて、その説明を省略する。
【００７３】
（変形例５）
　また、アクチュエータ１～６においては、モータカバー１２には、一つの被嵌め込み部
１６が形成されている。しかしながら、これに限られない。図２３に示すアクチュエータ
７のように、モータカバー１２には、複数の被嵌め込み部１６が形成されていてもよい。
この場合、アクチュエータ７の設置環境や状況に応じて、ユーザは、操作パネル５０を嵌
め込む場所を複数の被嵌め込み部１６から選択することができる。このため、モータ１０
及びアクチュエータ７の使い勝手を向上させることができる。
【００７４】
（変形例６）
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　図８に示すように、本実施の形態に係るアクチュエータ１においては、被嵌め込み部１
６の底面１６ａと、底面１６ａと対向する操作パネル５０のケース５１の底壁部分５１ｃ
（操作パネル５０の外面、下面）との間の隙間は、比較的小さい。しかしながら、これに
限られない。以下、被嵌め込み部１６の底面１６ａと、操作パネル５０のケース５１の底
壁部分５１ｃとの間の隙間が比較的大きく、当該隙間が空間Ｓとして設けられている変形
例６に係るアクチュエータ８について図２４Ａ～図３０を用いて説明する。なお、アクチ
ュエータ８において、アクチュエータ１と同一又は同等の構成については、同一の符号を
用いて、その説明を省略する。
【００７５】
　アクチュエータ８は、図２４Ａ、図２４Ｂ及び図２５に示すように、スライドテーブル
Ｔが移動するスライダタイプのアクチュエータであり、スライドテーブルＴの直線運動方
向Ｄ１と、モータ１０の出力軸１０ａ（回転軸）の軸方向とが直交するタイプのものであ
る。アクチュエータ８は、モータ１０と、スライドテーブルＴと、アクチュエータハウジ
ング３０と、移動体４０と、ベルト８０とを備える。なお、アクチュエータ８は、ボール
ネジに代えて、ベルト８０を備える点で、アクチュエータ１と相違している。
【００７６】
　モータ１０は、アクチュエータハウジング３０から着脱可能な一つのユニットとして構
成されている。例えば、モータ１０は、図２４Ａに示す第１の取付状態と、図２４Ｂに示
す第２の取付状態とのいずれかの状態で、アクチュエータハウジング３０に取り付けられ
る。第１の取付状態においては、図２４Ａに示すように、モータ１０は、＋Ｚ方向に突出
するように、アクチュエータハウジング３０に取り付けられる。この第１の取付状態にお
いては、ユーザが操作面５１ａの表示画面の表示の識別がしやすいように、操作パネル５
０は上向きにモータカバー１２に取り付けられる。第２の取付状態においては、図２４Ｂ
に示すように、モータ１０は、－Ｚ方向に突出するように、アクチュエータハウジング３
０に取り付けられる。この第２の取付状態においても、操作パネル５０は上向きにモータ
カバー１２に取り付けられる。
【００７７】
　モータ１０は、図２５及び図２６に示すように、出力軸１０ａ（回転軸）と、モータ本
体１１と、モータカバー１２と、オプション収容部１３と、エンドカバー１４と、モータ
用制御基板１５（第１制御基板）と、操作パネル５０（操作部）と、パネルカバー６０と
を有する。出力軸１０ａ及びモータ本体１１等のモータ１０の各部品は、アクチュエータ
１のモータ１０のものと同等のものである。モータカバー１２の＋Ｙ側の上面１２ａ（カ
バー表面）には、操作パネル５０が嵌め込まれる被嵌め込み部１６が形成されている。
【００７８】
　被嵌め込み部１６は、本変形例６においては、上下方向（Ｚ軸方向）に沿って形成され
ている溝からなる。被嵌め込み部１６は、具体的には、図２６及び図２７に示すように、
ＸＺ平面に平行な底面１６ａと、一対の側面１６ｂとからなる溝である。一対の側面１６
ｂには、互いに対向するように突出する凸部１７がそれぞれ形成されている。
【００７９】
　図２７に示すように、被嵌め込み部１６の底面１６ａと、底面１６ａと対向する操作パ
ネル５０のケース５１の底壁部分５１ｃとの間に、空間Ｓが設けられている。
【００８０】
　空間Ｓは、操作パネル５０に接続される操作パネル用ケーブル５３を設置可能に設けら
れ（図２８（Ｂ）参照）、操作パネル用ケーブル５３の取り回しを容易にするために形成
されている。この空間Ｓが設けられていることにより、図２８及び図２９に示すように、
操作パネル５０は、被嵌め込み部１６に対する操作パネル５０の嵌め込む方向を変更可能
に設けられる。
【００８１】
　具体的には、図２８（Ａ）に示す第１の取付状態においては、操作パネル５０は、操作
パネル用ケーブル５３が接続されている一方の端部５４から、第１の取付方向Ｚ１に沿っ
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て、被嵌め込み部１６に嵌め込まれている。これにより、操作パネル５０は上向きにモー
タカバー１２に取り付けられる。図２８（Ｂ）に示すように、操作パネル用ケーブル５３
の一端は、操作パネル５０の一方の端部５４にコネクタ５６を介して接続されている。そ
して、操作パネル用ケーブル５３の他端は折り返されて、空間Ｓに引き出される。そして
、引き出された操作パネル用ケーブル５３の他端は、例えば、エンドカバー１４に引き出
されて、その内部で折り返されて、モータ用制御基板１５に実装されているコネクタ５７
に接続される。この結果、操作パネル５０は、操作パネル用ケーブル５３を介して、モー
タ用制御基板１５に接続される。
【００８２】
　また、図２９（Ａ）に示すように、第２の取付状態においては、操作パネル５０は、一
方の端部５４とは反対側の他方の端部５５から、第２の取付方向Ｚ２に沿って、被嵌め込
み部１６に嵌め込まれている。これにより、操作パネル５０は上向きにモータカバー１２
に取り付けられる。図２９（Ｂ）に示すように、操作パネル用ケーブル５３の他端は、空
間Ｓには配置されずに、例えば、モータカバー１２の内部、もしくは、オプション収容部
１３に配置される。そして、操作パネル用ケーブル５３の他端は、モータ用制御基板１５
に実装されているコネクタ５７に接続される。この結果、操作パネル５０は、操作パネル
用ケーブル５３を介して、モータ用制御基板１５に接続される。
【００８３】
　スライドテーブルＴ及びアクチュエータハウジング３０は、図２４Ａ及び図２４Ｂに示
すように、アクチュエータ１のものと同等のものである。なお、アクチュエータハウジン
グ３０が有する連結部分カバー３６は、例えば、樹脂成形により形成されている。連結部
分カバー３６は、図２５に示すように、リアブラケット３５や後述するプーリ８２を覆う
ことにより、ベルト本体８１とプーリ８２との連結部分を、リアブラケット３５と共に保
護する。
【００８４】
　移動体４０は、ベルト８０のベルト本体８１に、板状の取付金具部材を介して、ボルト
、ねじなどの留め具によって取り付けられている。これにより、移動体４０は、出力軸１
０ａの回転運動に基づくベルト本体８１の動作に基づいて、直線運動方向Ｄ１に沿って移
動し、この結果、スライドテーブルＴが移動する。なお、図２５においては、ベルト本体
８１はドットにより着色して示されている。
【００８５】
　ベルト８０は、図２５及び図３０に示すように、出力軸１０ａの回転運動を移動体４０
に伝達し、この伝達に基づいて、移動体４０及びスライドテーブルＴを直線運動方向Ｄ１
に進退移動させる。ベルト８０は、ベルト本体８１と、プーリ８２、８３とを有する。
【００８６】
　ベルト本体８１は、プーリ８２とプーリ８３とに、張力がかかった状態に掛けられてい
る。ベルト本体８１の張力方向は、Ｙ軸方向に平行な方向である。ベルト本体８１は、プ
ーリ８２の回転運動をプーリ８３に伝達する。ベルト本体８１は、この伝達に伴って動作
し、この動作に伴って、移動体４０を直線運動方向Ｄ１に沿って移動させる。この結果、
スライドテーブルＴが移動する。ベルト本体８１は、例えば、プーリ８２、８３に形成さ
れた歯に係合する複数の歯が形成されたタイミングベルトである。しかしながら、これに
限られず、ベルト本体８１は、タイミングベルト以外のものであってもよい。なお、図２
５においては、ベルト本体８１はドットにより着色して示されている。
【００８７】
　プーリ８２は、モータ１０の出力軸１０ａに固定されている。また、プーリ８２は、リ
アブラケット３５にベアリング８２ａを介して回転可能に支持されている。これらの構成
により、プーリ８２は、出力軸１０ａとともに回転する。
【００８８】
　プーリ８３は、アクチュエータハウジング３０にベアリング８３ａを介して回転可能に
支持されている。
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【００８９】
　この変形例６に係るアクチュエータ８においては、図２７に示すように、被嵌め込み部
１６の底面１６ａと、操作パネル５０のケース５１の底壁部分５１ｃとの間に、空間Ｓが
設けられている。このため、ユーザは、操作パネル用ケーブルの取り回し等を気にせずに
、被嵌め込み部１６に対する操作パネル５０の嵌め込む方向を適宜変更することができる
。この結果、変形例６においては、汎用性の高いアクチュエータ８を提供することできる
。
【００９０】
　また、変形例６においては、本実施の形態に係るアクチュエータ１等と同様に、操作パ
ネル５０を異なる機種のモータやアクチュエータに取り付けたり、同一のモータやアクチ
ュエータから別の操作パネル５０に取り替えたりすることができる。したがって、アクチ
ュエータ８は、本実施の形態に係るアクチュエータ１等と同等の効果を奏することができ
る。
【００９１】
　なお、変形例６に係るアクチュエータ８のモータ１０に設けられている空間Ｓは、上記
実施の形態や変形例に係るアクチュエータ１～７に適用されてもよい。
【００９２】
（その他の変形例）
　また、アクチュエータ１は、パネルカバー６０を一つ備える。しかしながら、これに限
られない。アクチュエータ１は、パネルカバー６０を複数備えていてもよい。例えば、パ
ネルカバー６０のＹ軸方向の長さを２分の１の長さにして、操作パネル５０の＋Ｙ側及び
－Ｙ側の両側に配置するようにしてもよい。また、操作パネル５０の長さＬ２を、被嵌め
込み部１６の長さＬ１に等しくすることにより（Ｌ１＝Ｌ２）、図１５Ａ及び図１５Ｂに
示すアクチュエータ２のように、パネルカバー６０を割愛してもよい。
【００９３】
　また、アクチュエータ１が備えるモータ１０においては、凸部１７は、被嵌め込み部１
６の側面１６ｂに形成され、凹部５１ｂは、操作パネル５０のケース５１の側面に形成さ
れている。しかしながら、これとは逆に、被嵌め込み部１６の側面１６ｂには凹部が形成
され、操作パネル５０のケース５１の側面には凸部が形成されていてもよい。
【００９４】
　また、アクチュエータ１においては、凸部１７は、Ｙ軸方向に沿って線状に延設されて
いる。しかしながら、これに限られない。凹部５１ｂに嵌る形状であれば、線状に延設さ
れた形状以外の形状に形成されていてもよい。例えば、図３１に示すように、凸部１７は
、Ｙ軸方向に沿って断続的に複数形成されていてもよい。
【００９５】
　また、パネルカバー６０は、図３２に示すように、被嵌め込み部１６に固定可能に形成
されていてもよい。この場合、パネルカバー６０は、弾性を有する素材からなる。パネル
カバー６０の素材は、例えば、弾性を有する樹脂であり、具体的には、ＡＳＡ（アクリロ
ニトリル・スチレン・アクリレート）である。ただし、パネルカバー６０の素材は、これ
に限られず、パネルカバー６０は被嵌め込み部１６に固定し得る、弾性を有する素材であ
れば、ＡＳＡ以外の素材であってもよい。パネルカバー６０は、被嵌め込み部１６の一対
の側面１６ｂを押圧可能な部分を含んで構成されている。この押圧可能な部分の被嵌め込
み部１６の一対の側面１６ｂに対する押圧に基づいて、パネルカバー６０は、被嵌め込み
部１６に固定されつつ嵌め込まれる。
【００９６】
　このパネルカバー６０は、被嵌め込み部１６に嵌め込まれている場合に、モータ１０の
外部に露出する上面６０ａが形成されている天板部６２を有する。また、このパネルカバ
ー６０は、図３３に示すように、天板部６２に加えて、一対の第１の側壁部６３Ｒ及び第
２の側壁部６３Ｌを有する凹字形状に形成されている。第１の側壁部６３Ｒは、天板部６
２のＸ軸方向（出力軸１０ａの軸心方向に直交する直交方向）の一端から、概ね－Ｚ方向
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に沿って延設されている。第２の側壁部６３Ｌは、天板部６２のＸ軸方向の他端から、概
ね－Ｚ方向に沿って延設されている。第１の側壁部６３Ｒ及び第２の側壁部６３Ｌは、被
嵌め込み部１６に嵌め込まれる前の状態において、互いに平行な方向に延設されておらず
、天板部６２の一端及び他端を基点に、互いに広がるように形成されている。第１の側壁
部６３Ｒ及び第２の側壁部６３Ｌには、凹部６１が形成されている。
【００９７】
　ユーザがこのパネルカバー６０を被嵌め込み部１６に嵌め込む場合、図３２に示すよう
に、ユーザは、パネルカバー６０を、第１の側壁部６３Ｒ及び第２の側壁部６３Ｌが互い
に狭まるように変形させつつ、被嵌め込み部１６に嵌め込む。パネルカバー６０が被嵌め
込み部１６に嵌め込まれると、第１の側壁部６３Ｒ及び第２の側壁部６３Ｌが、互いに広
がるように弾性回復する。この弾性回復により、第１の側壁部６３Ｒ及び第２の側壁部６
３Ｌは、被嵌め込み部１６の互いに対向する一対の側面１６ｂそれぞれを押圧する。この
結果、パネルカバー６０は、被嵌め込み部１６に固定される。また、凹部６１に嵌め込ま
れた被嵌め込み部１６の凸部１７が、凹部６１から外れにくくなり、凸部１７と凹部６１
との係止が強固になる。
【００９８】
　本発明は、本発明の広義の精神と範囲を逸脱することなく、様々な実施形態及び変形が
可能とされるものである。上述した実施形態は、本発明を説明するためのものであり、本
発明の範囲を限定するものではない。
【符号の説明】
【００９９】
　１、２、３、４、５、６、７、８：アクチュエータ
　１０：モータ
　１０ａ：出力軸（回転軸）
　１０ｂ：カップリング（第１カップリング）
　１１：モータ本体
　１１ａ：エンコーダ
　１２：モータカバー
　１２ａ：上面（カバー表面）
　１２ｂ：壁部分
　１２ｃ：側面（カバー表面）
　１３：オプション収容部
　１４：エンドカバー
　１４ａ：留め具
　１５：モータ用制御基板（第１制御基板）
　１６：被嵌め込み部
　１６ａ：底面
　１６ｂ：側面
　１７：凸部
　２０：ボールネジ
　２１：ボールネジ軸
　２１ａ：ボールネジ軸本体
　２１ｂ：小径部
　２２：ボールネジナット
　２３：カップリング（第２カップリング）
　３０：アクチュエータハウジング
　３１：ベース
　３２Ｒ、３２Ｌ：サイドカバー
　３２ａ：開口部分
　３３：シート部材
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　３４：フロントカバー
　３５：リアブラケット
　３５ａ：ベアリング
　３５ｂ：貫通孔
　３６：連結部分カバー
　４０：移動体
　４１：貫通孔
　５０、５０－２：操作パネル（操作部）
　５１：ケース
　５１ａ：操作面
　５１ｂ：凹部
　５１ｃ：底壁部分
　５２：操作パネル用制御基板（第２制御基板）
　５３：操作パネル用ケーブル
　５４：一方の端部
　５５：他方の端部
　５６、５７：コネクタ
　６０：パネルカバー
　６０ａ：上面
　６０ｂ：側面
　６１：凹部
　６２：天板部
　６３Ｒ：第１側壁部
　６３Ｌ：第２側壁部
　７０：折り返しユニット
　７１：ベルト収容部
　８０：ベルト
　８１：ベルト本体
　８２、８３：プーリ
　８２ａ、８３ａ：ベアリング
　Ｒ：ロッド
　Ｔ：スライドテーブル
　Ｃ１：アクチェータケーブル
　Ｄ１：直線運動方向
　Ａ１、Ａ２、Ａ３：矢印
　Ｌ１：被嵌め込み部のＹ軸方向の長さ
　Ｌ２：操作パネルのＹ軸方向の長さ
　Ｌ３：パネルカバーのＹ軸方向の長さ
　Ｓ：空間
　Ｚ１：第１の取付方向
　Ｚ２：第２の取付方向
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